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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクトの名称 
はむらでこどもがまちづくり 〜遊び場から始まる、こども参画のまちづくり〜 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 
地域のこどもの遊びに何かが足りない…と感じ子育て世代の親たちが 2015年に勉強会を開始。間もなく始まった羽
村市市民提案型協働事業への応募をきっかけに、団体を設立しました。2016年から野外でのプレーパーク（冒険遊
び場）やこどもに関わる講座や講演会の開催、こども参画のまちづくり提案などを行い、現在約 100名（運営＋応
援会員）で活動しています。 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
活動開始から７年目に、遊び場の当事者であるこどもの声をどれだけ聞けているか、今後の活動をどう進めていくの
か、大切にしたいことは何かを話し合う中でこのプロジェクトを立ち上げました。 

一番の目的は、地域の大人がこどもの力を信じ、まちのパートナーとして「君たちの意見を聞かせて欲しい」というメッセ

ージを広くこどもたちに伝え、本来持っている力を発揮できるようサポートすること。従来の活動にもこども・若者の声や

力をどんどん取り入れて、地域でのさまざまな体験や交流の場を増やしていくことも目指しています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
① はむらでこどもがまちづくり  公募で集まった小・中学生と、年３回の１日プレーパークや「こども縁日」の企画・運

営、国分寺市プレイステーションへの遠征等を実施。「こども縁日」では、射的、独楽屋、千本引き、ココア＆焼
きマシュマロの店など、自分たちも来場者も楽しめる企画をこども主体で実施し、約 280名が参加しました。 

② １日プレーパーク  1日プレーパークでは、ローブや水遊び、コマ名人のワークショップ、皆で栽培・収穫したサツマ
イモでの焼き芋など行いました。 

③ そとっこひろば 住宅街の小さな公園で、就園前の親子を対象に外遊び広場を開催。コロナ禍で立ち上げた企
画だが、参加者減少＝役目を全うして７月で終了。 

 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
「結果」：①②「はむらでこどもがまちづくり」と、その一環としての１日プレーパークは全 13回、のべ 607名が参

加。③「そとっこひろば(4〜6月開催)」は全７回で、のべ 40名が参加。「成果」：①はプロジェクト立ち上げから 3年

で、参加メンバーのこどもが 19名、プレーリーダー候補で手伝ってくれる学生も５名となり、中でも経験を積んだ

子たちがリーダーとなって全体を引っ張り、「こども縁日」の大成功につながりました。②はコロナ禍で孤立しがち

な親子同士をつなぐ役割を無事全うしました。「効果」：①は年度末に市の広報でも巻頭で大きく紹介され、これを

機に、会の活動や目指しているものについて、多くの市民にアピールできました。 
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６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
・中心となって運営を担ってきたスタッフの中でも、仕事や介護、体調面など様々な事情でこれまで通りの運営が

難しく、夏場の気候の厳しさも増して、放課後プレーパークは休止せざるを得ませんでした。厳しい状況はしばらく

続く見込みですが、市の広報で活動を広く知ってもらうことができたので、こどもまちづくりのプロジェクトに関わる

人を中心に、より多くの市民を巻き込みながら、支える層を少しずつ厚く、こどもの遊び場・居場所が持続可能な

形で確保されるよう、引き続き活動を続けていきます。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。 

 

 



 
 

 


